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■　
文
化
財
っ
て
何
？

　

文
化
財
と
は
一
言
で
い
え
ば
、
先
人
た

ち
が
残
し
た
歴
史
的
・
芸
術
的
価
値
の
高

い
文
化
遺
産
の
こ
と
で
す
。

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
こ
れ
ら
を
①
建

造
物
や
美
術
工
芸
品
、
古
文
書
な
ど
の

「
有
形
文
化
財
」
②
音
楽
・
演
劇
や
工
芸

技
術
な
ど
の
「
無
形
文
化
財
」
③
衣
食
住

や
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
な
ど
の
「
民
俗

文
化
財
」
④
貝
塚
や
古
墳
、
城
跡
、
名
勝

地
な
ど
の
「
記
念
物
」
⑤
里
山
や
棚
田
な

ど
の
「
文
化
的
景
観
」
⑥
城
下
町
や
宿
場

町
な
ど
の「
伝
統
的
建
造
物
群
」　

の
六
つ

に
大
別
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
中
に
埋
ま
っ
た
状
態
の

も
の
を
「
埋
蔵
文
化
財
」
に
指
定
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
保
存
と
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
歴
史
的
・

芸
術
的
価
値
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ラ
ン
ク

づ
け
し
、
有
形
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
「
重
要
文
化
財
」、
無
形
は

「
重
要
無
形
文
化
財
」、
民
俗
は
「
重
要
民

俗
文
化
財
」
な
ど
と
、
頭
に
�
重
要
�
の

冠
を
付
け
て
、
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
重
要
文
化
財
の
う
ち
、
世
界

文
化
の
見
地
か
ら
価
値
が
高
く
、
国
の
宝

と
言
っ
て
よ
い
も
の
は
「
国
宝
」
に
指
定

し
、
重
要
無
形
文
化
財
指
定
の
技
術
を
保

持
す
る
個
人
や
団
体
は
、
俗
に
「
人
間
国

宝
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
記
念
物
の
う
ち
、
重
要
な
も
の

は
「
史
跡
」「
名
勝
」「
天
然
記
念
物
」
と

さ
れ
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
は
「
特
別

史
跡
」「
特
別
名
勝
」「
特
別
天
然
記
念
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■　
葉
山
の
お
宝（
文
化
財
）

　

と
こ
ろ
で
、
葉
山
に
は
ど
の
よ
う
な
文

化
財
が
現
存
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
お
宝
と
し
て
の
価
値
が
高
い
も

の
で
は
、「
県
指
定
の
重
要
文
化
財
」
が
二

点
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
上
山
口
に
あ
る

新
善
光
寺
の
本
堂
及
び 
厨  
子 
と
四
脚
門
。

ず 

し

も
う
一
つ
は
、
堀
内
の
森
戸
神
社
が
所
蔵

す
る
木
彫
り
の
「
翁
面
」
で
す
。

﹇
新
善
光
寺
の
本
堂
及
び 
厨  
子 
・
四
脚
門
﹈

ず 

し

　

浄
土
宗
の 
古 こ

 
刹 
で
、「
新
編

さ
つ相

模
国
風
土
記

稿
」に
よ
る
と
、

鎌
倉
の 
名  
越 
か

な 

ご
え

ら
現
在
地
に
移

設
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

本
堂
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
禅
宗
様

式
の
手
法
で
建
立
。
そ
の
手
法
か
ら
室
町

時
代
の
創
建
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

門
の
四
脚
門
は
、
唐
様
の
手
法
で
建
造
さ

れ
、
創
建
当
初
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
新
善
光
寺
本
堂
の
裏
手
に
は

見
事
な
常
緑
樹
林
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
町

指
定
の
重
要
文
化
財（
天
然
記
念
物
）で
す
。

﹇
翁　

面
﹈

　

ほ
お
の
木
で

作
ら
れ
、
面
の

長
さ
は
一
六
・

五
セ
ン
チ
。
ふ

つ
う
の
翁
面
に

比
べ
、
や
や
小

型
で
す
が
、
彫
り
の
技
術
に
優
れ
、
格
調

が
漂
い
ま
す
。
室
町
時
代
の
作
と
思
わ
れ
、

そ
の
昔
「
漁
師
が
小
坪
の
海
中
か
ら
拾
い

上
げ
た
」
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
に
は
町
指
定
の
重
要

文
化
財
も
数
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
の
悲
劇
の
武
将
・

猪
俣
小
平
六
範
綱
と
岡
部
六
弥
太
忠
純
の

墓
／
（
上
山
口
）
／
創
建
か
ら
八
〇
〇
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
森
戸
神
社
社
殿
（
堀

内
）
／
長
徳
寺
の
毘
沙
門
天
立
像
（
堀
内
）

／
長
運
寺
の
地
蔵
十
王
図
（
長
柄
）
／
源

頼
朝
が
平
家
追
討
の
旗
上
げ
を
し
た
際
の

歴
史
の
舞
台
と
な
り
、
頼
朝
に
ま
つ
わ
る

数
々
の
秘
話
が
残
る
堀
内
の
旗
立
山
（
鐙

摺
山
）
／
葉
山
し
お
さ
い
公
園
内
の
大
正

天
皇
崩
御
・
昭
和
天
皇
皇
位
継
承
の
地（
一

色
）
…
な
ど
な
ど
。

　

ま
た
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る

庚
申
塔
。
江
戸
時
代
に
盛
ん
だ
っ
た
庚
申

信
仰
に
由
来
す
る
、
こ
れ
ら
の
石
塔
の
多

く
も
町
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

文
化
財
を
ご
存
じ
で
す
か
？　

歴
史
の
ま
ち
・
葉
山
に
は
、
県
指
定
重
要
文
化
財

の
新
善
光
寺
の
本
堂
及
び 
厨  
子 
・
四
脚
門
を
は
じ
め
、
由
緒
あ
る
建
造
物
や
石
塔
、

ず 

し

仏
像
、
古
文
書
、
史
跡
な
ど
、
数
多
く
の
優
れ
た
文
化
財
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
生
活
の
営
み
や
自
然
の
巧
み
な
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
歴
史
の
息

吹
を
今
に
伝
え
る
有
形
、
無
形
の
文
化
財
の
数
々
。
今
月
末
に
は
、
町
教
育
委
員

会
主
催
の
上
山
口
周
辺
の
「
文
化
財
め
ぐ
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
秋
の
一
日
、

日
ご
ろ
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
文
化
財
と
触
れ
合
い
、 
古 
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

い
に
し
え

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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特　

集

文
化
財
の
魅
力
、
も
っ
と
知
っ
て
！

研
究
や
ガ
イ
ド
な
ど

精
力
的
に
活
動

〜
葉
山
町
文
化
財
研
究
会
〜

　

町
内
に
残
る
文
化
財
の
数
々
。
そ
の
魅

力
に
ひ
か
れ
、
研
究
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
葉
山

町
文
化
財
研
究
会
」
で
す
。

　

葉
山
町
文
化
財
研
究
会
が
誕
生
し
た
の

は
、
今
か
ら
十
三
年
前
。
田
中
元
町
長
が

講
師
を
つ
と
め
た
「
郷
土
史
講
座
」
の
受

講
生
た
ち
の
熱
い
思
い
が
、
き
っ
か
け
で

し
た
。

　

講
座
の
修
了
後
、
受
講
生
の
多
く
が
集

ま
り
、「
歴
史
や
文
化
財
の
研
究
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
葉
山
の
こ
と
を
も
っ
と
よ

く
知
ろ
う
」
と
、
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
員
は
男
女
合
わ
せ
て
二
十
六
人
。
活

動
も
多
彩
で
、
ま
ず
毎
月
二
回
（
第
二
、

四
木
曜
日
）、
勉
強
会
を
開
催
。
う
ち
一

回
は
文
化
財
の
現
場
を
訪
ね
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
勉
強
会
と
並
び
、
活
動
の

柱
に
な
っ
て
い
る
の
が
依
頼
ガ
イ
ド
の
仕

事
で
す
。
葉
山
へ
や
っ
て
来
る
観
光
客
に

付
き
添
い
、
町
内
の
魅
力
的
な
コ
ー
ス
や
ス

ポ
ッ
ト
を
案
内
。
文
化
財
の
解
説
も
行
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
南
郷
中
学
校
や
町
内

会
、
老
人
会
な
ど
団
体
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
ガ
イ
ド
も
気
軽
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
会
の
独
自
企
画
に
よ

る
歴
史
ガ
イ
ド
も
年
に
数
回
催
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
先
月
十
日
に
は
「
堀
内

周
辺
の
文
化
財
め
ぐ
り
」
を
実
施
、
盛
況

で
し
た
。　
「
文
化
財
は
町
の
大
切
な
宝

物
」
と
語
る
会
長
の
市
原
義
久
さ
ん
。
そ

の
魅
力
を
多
く
の
町
民
、
と
り
わ
け
葉
山

の
未
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
ぜ
ひ
知
っ

て
欲
し
い
、
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

①～⑤の○の中に入る言葉をヒン

トを見ながら考えましょう！　ヒ

ントは順番どおりとは限りませ

ん！　※言葉は全てひらがなにし

て入れます。

�民間信仰から生まれたもので、

「………塔」と呼ばれ、葉山各地に

同様のものが見られます。

�１９９９年葉山と逗子の境の丘陵で２基

発見された古代の有力者のお墓。円

形のものや方形のものがあります。

�七福神の一柱。米俵に乗り、手に福

袋と打出の小槌を持つ。

�傾斜地に作られ、いくつも連続して

続く田が美しい模様を描く。棚田と

も呼ばれる。

�上山口にある 古  刹 （お寺）。本堂・ 厨 
こ さつ ず

 子 ・山門は県指定の重要文化財と
し

なっている。

ヒ ン ト

①○○ん

②○○○ん

③○○○○○ん

④○ん○○○○○

⑤○ん○○○

Q

葉山町の再発見に�
チャレンジ！�

葉山町の再発見に�
チャレンジ！�

葉山町の再発見に�
チャレンジ！�

クイズコーナー�

南郷中学校２年生

FGC体験学習参加
の感想

①中屋敷　優里さん

　いつも通っている道でも、奥に

入ってみると初めて見る景色が

あったので、とても驚きました。

もっと、葉山の知らない所も知り

たいと思いました。

②伊藤　芽衣さん

　杉山神社の近くが海だったとき

いていったいどんな風景だったの

だろうと思うと葉山を二度楽しめ

た気がしました。文化財研究会の

方が、色々と話してくださったの

で、本当に葉山のことが好きなのだ

なと思いました。おかげで葉山の

ことがもっと好きになりました。
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①○○ん�こふん

２基ある長柄桜山古墳群

は、国指定の史跡。鍵穴の

ような形をした前方後円墳

と呼ばれるもので、全長は９０mあり現存する県

内の古墳では最大規模。本年度は中心部の発掘

にあたり、新たな発見が期待される。

②○○○ん�こうしん

人の体の中には 三  尸 という
さん し

虫が住み、この虫はいつも

人の寿命を短くしようとた

くらんでいて、６０日に一度、人が寝ている間に

体内を抜け出して天に昇り、天帝に告げ口をし

て寿命を短くする。長生きをするため、人々が

集まり寝ずに一晩を過ごす。これを主に３年１８

回続けた記念に建立されるのが 庚  申  塔 。葉山各
こう しん とう

地には様々な庚申塔があり、中には「室内庚申

塔」と呼ばれるものもある。

③○○○○○ん�だいこくてん

木古庭の本円寺にある大黒天像

は、葉山町指定文化財で江戸時代

前期の作と言われている。

④○ん○○○○○

�しんぜんこうじ

新善光寺本堂は禅宗

様式の手法で建立さ

れており、室町期のものといわれる。

⑤○ん○○○�せんまいだ

上山口にある千枚田（棚田）

は、朝日新聞社の「日本の里

１００選」に選ばれた。そこには

美しい里山の風景が続く。

解答�解答�解答�クイズコーナー�

文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財
講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座

文
化
財
講
座

　

ク
イ
ズ
に
は
正
解
で
き
ま
し
た
か
？　

葉
山
に
住
ん
で
い
て
も
、
意
外
に
知
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

葉

山
に
つ
い
て
少
し
で
も
「
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
！
」
と
思
わ
れ
た
人
は
、
公
民

館
教
室
「
葉
山
の
文
化
財
」
の
講
座
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？　

こ
の
講
座
で
は
、
葉

山
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

今
ま
で
と
は
違
う
葉
山
の
一
面
が
見
ら
れ

ま
す
よ
。
今
回
は
全
三
回
の
講
座
で
す
。

（
三
月
に
も
開
講
予
定
）　

※
一
回
の
み
の
受
講
も
可
能
。
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

十
一
月
十
九
日（
木
）、
十
一
月
二

十
六
日（
木
）十
四
時
〜
十
六
時
、
十
一

月
二
十
八
日（
土
）は「
文
化
財
め
ぐ
り
」

場
所　

一
色
小
学
校
新
館
二
〇
一
号
室

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

葉
書
に
て
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
生
涯
学
習

課　

�
内
線
七
二
三
一

締
切　

十
一
月
十
三
日（
金
）

葉
山
再
発
見
！ 

葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
山山山山山山山山山山
町町町町町町町町町町
文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財
めめめめめめめめめめ
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
りりりりりりりりりり

葉
山
町
文
化
財
め
ぐ
り 

葉
山
生
ま
れ
、
葉
山
育
ち
の
あ
な
た

　

文
化
財
め
ぐ
り
は
、
文
化
財
研
究
会
ガ

イ
ド
の
楽
し
い
解
説
を
聴
き
な
が
ら
文
化

財
を
め
ぐ
り
ま
す
。
意
外
な
発
見
や
お
ど

ろ
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！　

そ
ん

な
経
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、
初
冬
の
野
山

を
の
ん
び
り
歩
き
、「
文
化
財
ワ
ー
ル
ド
」

に
ひ
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

葉
山
在
住
在
勤
の
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時　

十
一
月
二
十
八
日（
土
）

　
　
　

十
時
〜
十
五
時

場
所　

上
山
口
、
木
古
庭
周
辺

定
員　

二
十
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　
「
文
化
財
講
座
」
に

同
じ
。

締
切　

十
一
月
二
十
日（
金
）



５

　

国
際
姉
妹
都
市
の
豪
州
ホ
ー
ル
ド
フ
ァ

ス
ト
ベ
イ
市
か
ら
九
月
下
旬
、
学
生
た
ち

の
一
行
が
来
日
。
葉
山
を
訪
れ
ま
し
た
。

来
葉
し
た
ば
か
り
の
五
人
の
女
子
中
学
・

高
校
生
と
引
率
の
マ
イ
ク
・
エ
グ
リ
ン
ト

ン
先
生
、
市
会
議
員
の
ス
ー
ザ
ン
・
ロ

ニ
ー
さ
ん
の
七
人
に
葉
山
や
日
本
の
印
象

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
公
式
の
歓
迎
行
事
は
な

く
、
二
泊
三
日
の
短
い
訪
問
で
し
た
。

町
長　

み
な
さ
ん
、
葉
山
へ
よ
う
こ
そ
。

葉
山
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
。

マ
チ
ル
ダ
さ
ん　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
通
り
、
日
本
は
自
然
が
豊
か
な
�
緑

の
国
�
で
し
た
。
葉
山
も
海
と
緑
に
囲
ま

れ
、
素
敵
な
町
で
す
。
た
だ
桜
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
の
が
、
少
し
残
念
で
す
。

町
長　

桜
は
春
で
す
か
ら
ね
。
で
も
、
こ

れ
か
ら
は
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
。
緑
の
山
々

が
赤
や
黄
色
に
染
ま
り
、
そ
れ
は
見
事
で

す
よ
。
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
こ
ち
ら

へ
来
る
前
に
、
東
京
見
学
を
さ
れ
て
き
た

ん
で
す
よ
ね
。
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
。

マ
イ
ク
先
生　

三
日
間
滞
在
し
て
、
明
治

神
宮
や
皇
居
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
森

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
原
宿
な
ど
を
見
て
回

り
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。

ソ
フ
ィ
ー
さ
ん　

東
京
は
人
と
車
が
多
く

て
、
び
っ
く
り
。
道
を
歩
い
て
い
る
人

も
、
み
な
忙
し
そ
う
で
し
た
。

カ
ー
メ
ル
さ
ん　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
日

本
語
を
学
び
、
今
回
の
訪
問
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
東
京
は
す
ご
く
大
き
な

町
な
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。

町
長　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
場
所
は

ど
こ
で
す
か
。

マ
チ
ル
ダ
さ
ん　

原
宿
の
竹
下
通
り
も
良

か
っ
た
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
み
ん
な
欲
し
く
な

り
ま
し
た
（
笑
）。

レ
ベ
ッ
カ
さ
ん　

私
は
日
本
の
歴
史
に
興

味
が
あ
る
の
で
、
江
戸
東
京
博
物
館
が
良

か
っ
た
で
す
。
外
国
人
の
私
が
江
戸
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
、
素
敵

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
明
治
神
宮
で

は
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
式
も
見
ら
れ

た
し
、
境
内
の
絵
馬
に
も
興
味
を
引
か
れ

ま
し
た
。

ア
ビ
ィ
さ
ん　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

も
良
か
っ
た
で
す
。
一
日
た
っ
ぷ
り
楽
し

め
ま
し
た
（
笑
）。

ス
ー
ザ
ン
議
員　

六
本
木
で
見
た
富
士
山

に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
東
京
の
中
心

か
ら
も
美
し
い
富
士
が
見
え
る
ん
で
す
ね
。

町
長　

日
本
の
食
事
は
ど
う
で
す
か
？　

お
寿
司
や
天
ぷ
ら
は
お
口
に
合
い
ま
す
か
。

マ
チ
ル
ダ
さ
ん　

お
寿
司
は
、
回
転
寿
司

で
い
ろ
い
ろ
食
べ
ま
し
た
。
お
店
の
形
態

も
面
白
か
っ
た
し
、
特
に
マ
グ
ロ
は
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

レ
ベ
ッ
カ
さ
ん　

ウ
ナ
ギ
、
ア
ナ
ゴ
、
タ

コ
…
み
ん
な
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

町
長　

え
っ
、
ウ
ナ
ギ
？　

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
食
べ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

レ
ベ
ッ
カ
さ
ん　

ふ
つ
う
は
食
べ
ま
せ
ん

が
、
私
は
お
魚
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

ア
ビ
ィ
さ
ん　

私
は
お
寿
司
は
一
切
ダ

メ
。
で
も
、
ヤ
キ
ト
リ
は
美
味
で
し
た
。

町
長　

と
こ
ろ
で
、
葉
山
も
ホ
ー
ル
ド
フ
ァ

ス
ト
ベ
イ
も
美
し
い
港
町
で
す
。
環
境
を

守
る
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ス
ー
ザ
ン
議
員　

ホ
ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ

イ
で
は
今
、
町
の
景
観
を
損
な
う
電
柱
や

電
線
を
撤
去
し
て
、
地
下
に
埋
め
込
む
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
長　

葉
山
で
は
、
景
観
を
守
る
た
め
、

建
築
物
の
高
さ
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
ゼ
ロ
社
会
を
め
ざ
し
、�
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
�
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

ス
ー
ザ
ン
議
員　

そ
れ
は
私
た
ち
も
同
じ

で
す
。
各
家
庭
に
「
燃
え
る
ご
み
」「
リ

サ
イ
ク
ル
」、
草
や
庭
木
な
ど
の
「
グ
リ
ー

ン
」
用
の
ご
み
箱
を
置
い
て
分
別
収
集
を

徹
底
し
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て

い
ま
す
。

町
長　

ご
み
ゼ
ロ
を
は
じ
め
、
環
境
対
策

は
と
て
も
重
要
な
問
題
で
す
よ
ね
。
今
回

は
私
的
な
訪
問
で
し
た
が
、
今
後
も
姉
妹

都
市
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
、
人
と
情
報
の

交
流
を
活
発
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

姉妹都市から学生訪問団
～豪ホールドファストベイ市の女子中・高校生たち～

トーク広場
第55回

町
長 語 ると


